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1 点検結果の総括 

 長野トンネルの概要 

点検対象の一つである「長野トンネル」は、トンネル台帳によると「長野トンネル」：

平成 15 年（2003 年）竣工 延長 486.0m のトンネルである。 

トンネル線形は起点側に曲線区間があり、幅員は 10.8ｍとなっている。これまでに

点検履歴は無く、今回の点検が初回点検となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナガノ

長野トンネル

辰の元・長野線

美郷町北郷区宇納間

NATM工法

H15（2003）

486.0

車道幅員（m） 5.50

歩道幅員（m） 2.60

路肩幅員（m） 1.00,1.70

全幅員（m） 10.80

4.50

換気施設 無し

照明（基） 79

押しﾎﾞﾀﾝ発信機（基） 無し

非常電話（基） 無し

表示警報板（基） 無し

誘導表示板（基） 無し

消火装置（基） 無し

無し

無し

無し

幅
員

有効高（m）

内
部
施
設

標識（基）

点検履歴

補修履歴

トンネル名

路 線 名

市町村名

工法

完成年

延長（m）
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 既存資料 
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1.3 変状概要及び点検結果概要 

変状概要を図 1.3.1 変状概要図に、点検結果概要を図 1.3.2 点検結果概要に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S001 

起点側坑門・終点側坑門 

路面目地部のうき 

アーチ部のひび割れ 

本点検時応急対策工 

アーチ部のうき 

起点側坑門 

終点側坑門 

図 1.3.1 変状概要図 

路面の土砂詰まり 

側壁部のひび割れ 

覆工の漏水・遊離石灰 

S001 

S002 

S050

S013 S016 

S032

S050 

側壁部のうき 

S043

S003
S050

S050

S001 S003 

ケ ー ブ ル

照 明 施 設

側 壁 部
ひ び 割 れ
遊 離 石 灰

ア ー チ 部
ひ び 割 れ

側 壁 部
ひ び 割 れ

ア ー チ 部
う き

側 壁 部
う き

路 面 の 土 砂 詰 ま り

はく落防止工

目 地 部 う き
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調査項目 調査方法 主な調査項目

点検・調査履歴

補修・補強履歴

調査項目 調査方法 主な調査目的

既存資料調査
　坑門壁部

覆工部 近接目視 ・ひび割れ形態観察、計測
打音 ・打音によるうきの有無

・漏水の有無、漏水量測定
　ひび割れ（覆工部）

（最大ひび割れ幅W=0.6mm）

　うき（覆工部）

　漏水、溶出物、結露等（覆工部）

　既設対策工

　路面・排水施設
路面、路肩、排水 近接目視 ・ひび割れ形態観察、計測

打音 ・打音によるうきの有無

　照明設備
照明設備 近接目視 ・止め具の緩み・劣化確認

（ボルト、ケーブル） 打音 ・ケーブルの損傷有無
・その他付属物の損傷

・小規模な遊離石灰が確認された。

図1.3.2 点検結果概要

・照明が79基あるが大きな異常はなかった。
・ボルトが少しサビでいる箇所は2箇所確認された。

・起点側に小規模な土砂詰まりが確認された。。
・部分的にひび割れが確認された。

-

・抗口部以外にもひび割れが確認されたが、少ない。
（最大ひび割れ長L=10.7m）

・アーチ部、側壁部に小規模なうきが確認された。
・たたき落としできなかったうき箇所に剥落対策工を行った。

美郷町北郷区宇納間字長野

項　　目

・起点側坑門に軽微なひび割れが確認された。（最大でL=1.1m、W=0.4mm程度）
・終点側坑門に軽微なひび割れが確認された。（最大でL=1.75m程度）

・起点側抗口、終点側抗口に集中してひび割れが確認された。

L=486.0m
平成15年

15年
-

竣工年度

トンネル台帳

基本諸元

長野トンネル

終点側坑口起点側坑口
美郷町

辰の元・長野線

経過年

ＮＡＴＭ工法

・部分的にうきが確認された。

・対策なし。

トンネル全景

管轄事務所
路線名
場所

構造形式
延長
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2 点検結果の評価と判定 

 点検結果の判定 

トンネル点検結果より、変状箇所における判定をおこなった。 

判定区分は、「道路トンネル定期点検要領（H26.6）」の中で以下の表 2.1.1 のように整理

されている。 

 

表 2.1.1 トンネル定期点検判定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また、付属物の点検結果の判定区分については、「道路トンネル定期点検要領（H26.6）」 

の中で以下の表 2.1.2 のように整理されている。 

 

表 2.1.2 付属物判定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路トンネル定期点検要領(国管理用)P30 

道路トンネル定期点検要領(国管理用)P55 
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 点検結果の評価 

本業務では、前項の表に基づいて判定区分の評価を行った。 

下記表 2.2.1 に本トンネル点検における損傷評価基準、表 2.2.2～表 2.2.5 に「点検結果

スパン別評価表」を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変状種類 本トンネル点検での損傷評価基準 

① 圧ざ・ひびわれ ・本点検においては外力による圧ざはなかった。

・本点検においては外力の作用の可能性が高く、

ひび割れの進行が確認されるようなひび割れは

なかった。 

・ひび割れが軽微で、外力の作用している可能性

が低いひび割れはⅡb 評価とした。 

② うき・はく離 ・アーチ部で、剥離すると利用者被害のある可能

性があるうきはⅡa評価とした。 

・利用者被害の可能性が低い側壁部のうきはⅡb

評価とした（路面も含む）。 

・はく離跡はⅡb 評価とした。 

③変形・移動・沈下 ・本点検においては変形・移動・沈下等の損傷は

なかった。 

④鋼材腐食 ・点検要領の鋼材腐食は覆工等の補修対策及び

鉄筋コンクリート構造のトンネル等を対象とし

ているが、本トンネルでは該当する損傷はなかっ

た。 

⑤有効巻厚の不足または減少 ・本点検においては有効巻厚の不足または減少

等の損傷はなかった。 

⑥漏水等による変状 ・本点検においては利用者の安全性に影響があ

る漏水・滞水箇所はなかったが、遊離石灰箇所を

Ⅱb 評価とした。 

表 2.2.1 本トンネル点検における損傷評価基準 
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